
は

じ

め

に

奈
良
盆
地
の
南
部
、
飛
鳥
の
西
方
に
位
置
す
る
の
が
軽
で
あ

る
。
軽
は
大
和
の
古
道
と
し
て
著
名
な
阿
倍
山
田
道
と
下
つ
道
の

交
わ
る
地
点
で
、
軽
衢
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
こ
の
地
は
西
へ
つ

な
が
る
交
通
の
要
衝
と
し
て
、
東
へ
つ
な
が
る
海
石
榴
市
と
な
ら

び
た
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
従
来
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で

あ
る
が
、
近
年
の
専
論
と
し
て
、
軽
や
そ
の
東
方
に
あ
た
る
身
狭

（
牟
佐
）、
久
米
（
来
目
）、
桃
花
鳥
（
築
、
調
）
な
ど
に
つ
い
て

（
�
）

多
様
に
論
じ
た
辰
巳
和
弘
の
研
究
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
を

ふ
り
か
え
っ
て
、
さ
ら
に
考
察
を
す
べ
き
点
は
少
な
く
な
い
と
思

わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
主
に
五
世
紀
前
後
を
中
心
に
、
軽
や
周
辺
地
域
の

諸
問
題
を
特
に
王
権
と
の
関
係
や
居
住
し
た
氏
族
な
ど
を
中
心
に

考
察
し
、
当
該
の
地
域
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
歴
史
的
事
実
を
明

ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一

軽
の
池
と
王
宮

『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
軽
地
域
の
い
く
つ
か
の
池
に
関
す

る
記
述
が
み
え
る
。
ま
ず
、『
古
事
記
』
崇
神
に
「
軽
之
酒
折
池
」

を
作
っ
た
と
の
簡
単
な
記
述
が
、『
日
本
書
紀
』
崇
神
六
二
年
一

〇
月
条
に
「
造
二

依
網
池
一

」、
一
一
月
条
に
は
「
作
二

苅
坂
池
・
反

折
池
一

〈
一
云

天
皇
居
桑
間
宮
造
是
三
池
也
〉」（〈

〉
内
割

注
）
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
こ
で
築
造
さ
れ
た
の
は
苅
坂
池
・
反

軽
・
身
狭
・
久
米
・
桃
花
鳥

│
│
奈
良
盆
地
南
部
に
お
け
る
古
代
の
王
権
と
豪
族
│
│

鷺

森

浩

幸
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折
池
で
あ
る
。
た
だ
し
、
崇
神
天
皇
が
桑
間
宮
に
い
た
と
き
に
こ

の
二
つ
の
池
と
依
網
池
を
造
っ
た
と
す
る
注
記
が
あ
る
。
す
で
に

本
居
宣
長
の
考
証
が
あ
る
が
、『
古
事
記
』
の
酒
折
池
と
『
日
本

書
紀
』
の
反
折
池
は
同
一
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
反
折
池
は
「
さ
か

お
り
」
で
酒
折
池
と
通
じ
る
。
酒
・
反
と
も
に
坂
の
意
味
で
あ

り
、
こ
こ
で
軽
と
坂
の
結
び
つ
き
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
苅
坂

池
の
苅
は
や
は
り
「
か
る
」
の
こ
と
で
、
こ
れ
も
軽
に
存
在
し
た

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
坂
の
付
く
名
称
で
あ
る
。『
日
本
書
紀
』

の
注
記
に
よ
る
と
、
依
網
池
と
同
じ
く
二
つ
の
池
は
軽
に
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
名
称
か
ら
の
比
定
に
従
っ
て
、
こ
の

二
つ
の
池
は
軽
に
存
在
し
た
と
考
え
て
お
く
。

『
古
事
記
』
応
神
に
は
「
剣
池
」
を
造
っ
た
と
の
記
載
が
あ
り
、

『
日
本
書
紀
』
に
も
対
応
す
る
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
応
神
一
一

年
一
〇
月
条
で
、
こ
こ
に
は
「
作
二

剣
池
・
軽
池
・
鹿
垣
池
・
厩

坂
池
一

」
と
あ
る
。
剣
池
は
軽
の
東
方
の
現
橿
原
市
石
川
に
存
在

し
、
石
川
池
と
も
よ
ば
れ
る
。『
日
本
書
紀
』
舒
明
七
年
七
月
是

月
、
皇
極
三
年
六
月
六
日
条
に
も
特
別
な
蓮
が
生
え
た
と
す
る
記

事
が
あ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
に
よ
る

と
、
孝
元
天
皇
の
陵
は
剣
池
島
上
陵
で
あ
っ
た
。

軽
池
は
も
と
よ
り
、
厩
坂
池
も
や
は
り
軽
に
存
在
し
た
。「
軽

坂
上
」
に
厩
を
置
い
た
の
で
、
そ
の
地
を
厩
坂
と
称
し
た
と
す
る

著
名
な
説
話
が
あ
り
（
後
掲
）、
厩
坂
は
軽
の
坂
の
上
の
小
地
名

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
の
記
載
の
う
ち
、
鹿

垣
池
以
外
は
軽
に
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
厩
坂
池
は
や
は

り
坂
に
存
在
し
た
池
で
あ
っ
た
。
苅
坂
池
と
軽
池
の
異
同
な
ど
、

気
に
な
る
点
も
あ
る
が
、
明
確
な
結
論
は
得
ら
れ
な
い
で
あ
ろ

う
。『
古
事
記
』
が
よ
り
簡
潔
な
記
載
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ

（
�
）

り
、
軽
に
は
い
く
つ
か
の
池
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

懿
徳
天
皇
の
宮
は
「
軽
之
境
崗
宮
」（『
古
事
記
』）、（
軽
の
）

「
曲
峡
宮
」（『
日
本
書
紀
』）、
孝
元
天
皇
の
宮
は
「
軽
之
堺
原
宮
」

（『
古
事
記
』）、（
軽
の
）「
境
原
宮
」（『
日
本
書
紀
』）
と
さ
れ
、

応
神
の
宮
は
「
軽
島
之
明
宮
」（『
古
事
記
』）
と
さ
れ
、『
日
本
書

紀
』
同
四
一
年
二
月
一
五
日
条
に
は
応
神
は
「
明
宮
」
に
崩
じ
た

（
�
）

と
み
え
る
。
懿
徳
や
孝
元
天
皇
は
実
在
し
た
天
皇
で
は
な
い
と
す

（
�
）

る
の
が
通
説
で
あ
る
。
別
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
あ
る
時
期
に
軽

地
域
に
王
宮
が
存
在
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
は
名

代
・
子
代
で
あ
る
軽
部
の
存
在
か
ら
も
傍
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
池
の
存
在
は
宮
の
周
辺
所
領
の
存
在
を
示
唆
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す
る
で
あ
ろ
う
。
辰
巳
和
弘
は
、
軽
を
名
に
も
つ
王
族
の
存
在
か

ら
、
軽
に
王
族
の
居
宅
が
営
ま
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
、
応
神
期

（
�
）

に
王
宮
が
経
営
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
し
た
。
前
田
晴
人
も
、

軽
の
地
は
政
治
的
に
重
要
な
機
能
を
も
ち
、
懿
徳
や
孝
元
の
宮
号

は
虚
構
と
考
え
ら
れ
る
が
、
古
く
開
掘
さ
れ
た
王
家
所
有
の
池
が

あ
る
な
ど
、
あ
る
時
期
に
王
宮
が
設
置
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と

（
�
）

し
た
。
ま
た
、
若
井
敏
明
は
こ
れ
ら
の
池
の
築
造
を
応
神
が
進
め

た
王
宮
（
軽
の
宮
）
の
周
辺
の
開
発
と
理
解
し
た
。
こ
れ
ら
の
見

解
に
同
意
し
た
い
。
懿
徳
や
孝
元
に
つ
い
て
王
宮
に
ま
つ
わ
る
説

話
な
ど
は
な
い
が
、
応
神
の
場
合
に
は
先
述
の
池
の
築
造
の
記
事

が
あ
る
。
お
そ
ら
く
軽
の
王
宮
の
周
辺
の
開
発
の
た
め
に
い
く
つ

か
の
池
が
築
造
さ
れ
、
周
辺
所
領
を
構
成
し
て
い
た
と
い
う
実
態

を
も
と
に
、
こ
の
あ
た
り
の
記
載
が
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
池
の
築
造
が
応
神
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、

さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

境
崗
や
堺
原
の
地
名
は
境
界
の
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
坂
の
意
味
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。
軽
に
は
や
は
り
坂

の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き
ま
と
う
。
そ
し
て
、
す
で
に
本
居
宣
長
『
古

事
記
伝
』
の
指
摘
す
る
通
り
、
境
崗
の
「
崗
」
の
字
は
「
を
」
と

読
む
べ
き
で
、
曲
峡
の
「
峡
」
も
「
を
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
尾

根
の
意
味
で
あ
る
。
辰
巳
和
弘
は
境
崗
や
曲
峡
の
峡
・
岡
は
狭
く

細
長
い
空
間
を
さ
し
、
曲
は
道
が
交
差
す
る
衢
で
あ
る
と
し
、
蘇

我
稲
目
・
馬
子
の
邸
宅
の
所
在
地
を
検
討
し
た
が
、
本
居
宣
長
の

解
釈
に
従
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
王
宮
名
は
い
ず
れ
か
の
時
期
の
創
作
で

あ
ろ
う
が
、
軽
の
地
形
に
基
づ
く
命
名
で
、
坂
や
尾
根
地
形
に
着

目
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
軽
地
域
の
周
辺
は
東
方
、
南
東
方
か
ら

伸
び
る
、
竜
門
山
系
か
ら
派
生
す
る
低
丘
陵
の
端
部
に
あ
た
る
。

低
丘
陵
に
は
谷
が
発
達
し
、
谷
地
形
が
丘
陵
の
奥
深
く
に
ま
で
入

り
込
み
、
長
年
の
堆
積
・
侵
食
作
用
に
よ
る
尾
根
筋
の
分
断
が
認

め
ら
れ
る
。
甘
樫
丘
や
雷
丘
な
ど
の
小
丘
陵
は
こ
の
よ
う
に
し
て

形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
剣
池
の
所
在
地
は
現
橿
原
市
大
軽
町

の
東
の
、
こ
の
よ
う
な
丘
陵
の
端
部
で
、
池
の
西
端
は
明
確
な
斜

面
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
丘
陵
の
最
端
部
に
池
を
造
っ
て
貯
水
し
、

西
方
の
低
地
に
流
す
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
付
近
は
大
規
模
に

宅
地
造
成
が
行
わ
れ
て
お
り
、
も
と
の
地
形
を
読
み
取
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
剣
池
の
南
側
に
は
現
在
、
素
戔
嗚
尊
神
社
の
存
在

す
る
微
高
地
や
植
山
古
墳
の
存
在
す
る
微
高
地
な
ど
、
い
く
つ
か
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の
尾
根
筋
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
尾
根
の
端

部
が
苅
坂
、
厩
坂
な
ど
の
坂
で
あ
り
、
尾
根
の
入
り
組
ん
だ
状
況

に
着
目
し
た
の
が
曲
峡
（
ま
が
り
を
）
な
の
で
あ
ろ
う
。

（
�
）

大
脇
潔
は
承
保
三
（
一
〇
七
六
）
年
九
月
一
〇
日
大
和
国
高
市

郡
司
刀
祢
解
案
（『
平
安
遺
文
』
一
一
三
四
号
）
に
見
え
る
軽
池

を
軽
寺
跡
の
東
の
谷
を
流
れ
る
小
河
川
を
せ
き
止
め
た
池
（
跡
）

に
比
定
し
た
。
剣
池
の
所
在
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
軽
の
王
宮
と

周
辺
所
領
は
現
大
軽
町
お
よ
び
そ
の
東
方
に
展
開
し
た
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
王
宮
自
身
は
現
大
軽
町
の
軽
寺
跡

に
隣
接
す
る
春
日
神
社
付
近
が
そ
の
比
定
地
で
あ
る
が
、
真
偽
は

定
か
で
は
な
い
。

二

厩
坂
の
説
話

前
述
の
通
り
、『
日
本
書
紀
』
に
は
厩
坂
池
の
築
造
に
関
す
る

記
事
が
あ
る
が
、
関
係
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
記
事
が
前
後
に
あ

る
。
改
め
て
全
体
を
掲
出
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ

応
神
三
年
一
〇
月
三
日
条

東
蝦
夷
悉
朝
貢
。
即
役
二

蝦
夷
一

而
作
二

厩
坂
道
一

。

Ｂ

応
神
一
一
年
一
〇
月
条
（
前
掲
）

Ｃ

応
神
一
五
年
八
月
六
日
条

百
済
王
遣
二

阿
直
岐
一

貢
二

良
馬
二
匹
一

。
即
養
二

於
軽
坂

上
厩
一

。
因
以
二

阿
直
岐
一

令
二

掌
飼
一

。
故
号
二

其
養
レ

馬
之

処
一

曰
二

厩
坂
一

也
。
阿
直
岐
亦
能
読
二

経
典
一

。
即
太
子
菟

道
稚
郎
子
師
焉
。
於
レ

是

天
皇
問
二

阿
直
岐
一

曰

如
勝
レ

汝
博
士
亦
有
耶
。
対
曰

有
二

王
仁
者
一

。
是
秀
也
。
時
遣
二

上
毛
野
君
祖
荒
田
別
・
巫
別
於
百
済
一

。
仍
徴
二

王
仁
一

也
。

其
阿
直
岐
者

阿
直
岐
史
之
始
祖
也
。

こ
れ
ら
を
一
括
し
て
厩
坂
の
説
話
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ａ

の
厩
坂
道
は
、
ま
ず
、
阿
倍
山
田
道
が
想
起
さ
れ
る
。
後
の
よ
う

な
整
っ
た
直
線
の
道
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
は

大
和
王
権
の
本
拠
で
あ
っ
た
三
輪
山
周
辺
か
ら
西
方
に
向
か
う
道

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
Ｃ
は
王
仁
の
渡
来
説
話
と
し
て
著
名
な
記
事

で
あ
る
。『
古
事
記
』
に
も
渡
来
記
事
が
あ
る
。
こ
ち
ら
に
は
荒

田
別
・
巫
別
を
派
遣
し
た
と
す
る
部
分
は
な
く
、
王
仁
は
論
語
と

千
字
文
を
伝
え
た
と
み
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
地
域
に

は
、
整
備
さ
れ
た
道
が
設
置
さ
れ
、
お
そ
ら
く
、
そ
の
利
用
に
供

さ
れ
た
の
が
こ
こ
で
飼
育
さ
れ
た
馬
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
軽
の
王

宮
に
は
耕
作
地
だ
け
で
は
な
く
、
道
・
厩
な
ど
が
付
属
し
、
そ
れ
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は
交
通
上
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。

Ａ
に
は
蝦
夷
が
厩
坂
道
を
造
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
Ｃ
の
上
毛

野
氏
の
祖
荒
田
別
・
巫
別
の
登
場
と
結
び
つ
く
と
思
わ
れ
る
。
上

毛
野
氏
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
関
東
の
大
豪
族
で
あ
り
、
蝦
夷
戦

争
に
も
最
初
の
段
階
か
ら
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
対
外
交
渉
に
従
事
し
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
こ
の

あ
た
り
の
上
毛
野
氏
の
登
場
す
る
説
話
が
同
氏
の
伝
承
に
基
づ
く

こ
と
は
す
で
に
指
摘
が
あ
り
、
Ａ
も
そ
れ
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
。
全
体
と
し
て
、
上
毛
野
氏
が
軽
の
王
宮
に
付
属
す
る
交
通
上

の
機
能
の
構
築
に
蝦
夷
や
渡
来
人
と
関
わ
り
な
が
ら
関
与
し
た
と

す
る
説
話
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
信
頼
性
は
さ
ら

に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
�
）

三
品
彰
英
の
見
解
が
、
か
な
り
以
前
の
作
で
あ
る
が
、
上
毛
野

氏
と
王
仁
の
渡
来
を
連
携
さ
せ
て
論
じ
た
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
、
こ
の
説
話
は
五
世
紀
に
始
ま
っ
た
馬
の
文
化

の
導
入
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
王
仁
後
裔

の
西
文
氏
が
想
定
さ
れ
る
、
彼
ら
が
東
国
に
も
移
住
し
て
蝦
夷
戦

争
に
投
入
さ
れ
、
上
毛
野
氏
と
な
っ
た
、
荒
田
別
・
竹
葉
瀬
な
ど

は
西
文
氏
が
そ
の
祖
先
伝
説
の
な
か
に
伝
え
て
い
た
人
物
で
あ

り
、
後
に
上
毛
野
氏
が
さ
ら
に
豊
城
入
彦
を
始
祖
と
す
る
系
譜
を

作
り
出
し
た
、
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
見
解
の
う
ち
、
馬
の
文
化
と

（
�
）

（

）

か
か
わ
る
点
は
そ
の
後
、
上
田
正
昭
や
近
年
の
加
藤
謙
吉
に
継
承

さ
れ
た
。
こ
の
説
話
に
お
い
て
馬
の
飼
育
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ

る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
説
話
の
分
析
の
際
の
基
本
的
指
針
と
な

る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
た
だ
し
、
三
品
の
指
摘
す
る
河
内
の

馬
飼
が
西
文
氏
と
同
族
で
あ
る
、
西
文
氏
が
東
国
へ
移
住
し
上
毛

野
氏
と
称
し
た
、
と
い
っ
た
点
は
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
こ
で
は
、
と
り
あ
え
ず
、
上
毛
野
氏
は
対
外
交
渉
に
従
事

す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
な
か
で
王
仁
の
渡
来
や
馬
の
文
化
の
移

入
に
も
関
与
し
、
そ
れ
が
倭
国
へ
の
馬
文
化
の
導
入
に
お
け
る
ひ

と
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た
と
す
る
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

『
日
本
書
紀
』
神
功
摂
政
四
九
年
三
月
、
五
〇
年
二
月
条
に
も

荒
田
別
・
鹿
我
別
（
お
そ
ら
く
巫
別
と
同
一
人
物
）
を
将
軍
と
し

て
新
羅
を
攻
撃
し
た
と
す
る
記
事
が
あ
る
。
三
品
彰
英
（
注
８
論

文
）
は
こ
の
記
事
に
つ
い
て
、
荒
田
別
・
鹿
我
別
の
派
遣
は
渡
来

系
氏
族
の
祖
先
伝
承
、
そ
れ
以
外
は
百
済
系
史
料
と
し
、
両
者
の

接
合
を
指
摘
し
た
。
荒
田
別
・
鹿
我
別
の
派
遣
は
百
済
王
の
阿
直

岐
や
馬
の
貢
上
の
き
っ
か
け
と
な
る
部
分
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
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る
が
、
三
品
の
指
摘
に
従
い
、
こ
れ
は
同
条
の
以
下
の
文
脈
と
は

結
び
つ
か
な
い
と
考
え
て
お
く
。

さ
て
、
Ａ
〜
Ｃ
の
説
話
は
ど
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
ど
の
程

度
、
歴
史
的
事
実
を
反
映
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
蝦
夷
の
朝
貢
や

動
員
に
つ
い
て
事
実
と
は
解
釈
し
に
く
い
。
蝦
夷
と
の
戦
争
は
七

世
紀
な
か
ば
に
は
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

そ
れ
以
前
に
実
施
さ
れ
た
確
証
は
な
い
。
Ｃ
の
部
分
は
そ
の
ま
ま

事
実
と
し
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
上
毛
野
氏
の
あ
り

方
、
王
仁
の
渡
来
の
、
二
つ
の
視
点
か
ら
考
証
さ
れ
、
評
価
の
相

違
も
あ
り
、
研
究
の
蓄
積
も
決
し
て
薄
く
は
な
い
。

ま
ず
、
第
一
の
視
点
に
つ
い
て
。
こ
れ
に
関
わ
る
詳
細
な
研
究

（

）

（

）

史
は
須
永
忍
の
整
理
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
佐
伯
有
清
は
、
上

毛
野
氏
の
大
和
王
権
へ
の
服
属
は
六
世
紀
の
後
半
以
降
の
こ
と
で

あ
る
、
舒
明
期
に
上
毛
野
形
名
が
大
和
王
権
の
将
軍
と
し
て
蝦
夷

征
討
を
行
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
戦
い
は
毛

野
独
自
の
戦
い
で
あ
っ
た
、
服
属
以
前
に
上
毛
野
氏
が
新
羅
征
討

に
参
加
し
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
天
智
二
年
期
の
稚
子
が
は
じ
め

（

）

て
の
事
例
で
あ
る
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
上
の
よ
う
な
伝
承
が

成
立
し
た
な
ど
と
し
た
。
上
の
説
話
は
後
の
事
実
に
基
づ
く
創
作

に
過
ぎ
ず
、
歴
史
的
事
実
と
は
い
え
な
い
と
す
る
見
解
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
創
作
と
す
る
見
解
が
一
方
の
潮
流
で
あ
る
。
志
田
諄

（

）
一
は
、
佐
伯
と
の
論
争
の
な
か
で
説
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
上
毛

野
氏
の
先
祖
に
よ
る
東
国
経
営
の
説
話
の
背
景
に
王
族
派
遣
に
よ

る
東
国
統
治
が
実
際
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
、
そ
の
蝦
夷
征

討
と
服
属
儀
礼
を
説
話
化
し
た
の
が
仁
徳
期
か
ら
舒
明
期
の
記
述

で
あ
る
、
朝
鮮
に
関
わ
る
記
事
に
つ
い
て
、
上
毛
野
君
の
祖
先
が

大
化
前
代
に
新
羅
征
伐
に
参
加
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
な
ど
と
し

た
。
こ
れ
ら
の
説
話
に
つ
い
て
歴
史
的
事
実
と
認
定
す
る
、
も
う

一
端
に
存
在
す
る
見
解
で
あ
る
。

（

）

最
近
の
研
究
に
目
を
向
け
る
と
、
笹
川
尚
紀
は
上
毛
野
氏
の
祖

豊
城
入
彦
命
の
母
が
紀
伊
の
荒
河
刀
弁
の
女
で
あ
る
こ
と
や
、
同

氏
が
紀
伊
国
伊
都
郡
に
居
住
す
る
こ
と
な
ど
、
上
毛
野
氏
と
紀
伊

お
よ
び
紀
国
造
と
の
結
合
が
み
ら
れ
る
、
紀
国
造
・
紀
臣
は
大
和

王
権
の
朝
鮮
政
策
の
一
翼
を
担
い
、
上
毛
野
氏
が
大
和
王
権
に
属

し
て
紀
伊
を
拠
点
と
し
て
朝
鮮
政
策
に
従
事
し
た
、
難
波
津
が
六

世
紀
に
外
交
・
外
征
の
最
重
要
拠
点
と
な
る
こ
と
か
ら
、
紀
伊
と

結
び
つ
い
た
上
毛
野
氏
の
服
属
し
た
時
期
は
五
世
紀
以
前
で
あ
る

（

）

な
ど
と
し
た
。
須
永
忍
は
、
王
仁
の
渡
来
説
話
は
『
古
事
記
』
に
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も
み
え
る
が
、
荒
田
別
・
巫
別
の
名
は
な
く
、『
日
本
書
紀
』
の

記
述
は
帝
紀
に
上
毛
野
氏
の
祖
先
を
加
え
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る
、
後
に
渡
来
系
氏
族
が
上
毛
野
氏
の
同
族
に
な
っ
た
の
も
同
氏

が
朝
鮮
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
五
世

紀
前
半
〜
中
頃
に
上
毛
野
の
地
に
突
出
し
た
古
墳
が
出
現
す
る
の

も
同
氏
が
対
外
行
動
で
活
躍
し
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
こ

れ
ら
も
、
上
毛
野
氏
の
役
割
を
事
実
と
し
て
承
認
す
る
見
解
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
上
の
説
話
に
つ
い
て
評
価
が
分
か
れ
る
の
が

現
状
で
あ
る
が
、
王
権
へ
の
服
属
前
の
時
期
で
も
、
王
権
と
没
交

渉
の
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
上
毛
野
氏
が
対

外
交
渉
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

王
仁
は
周
知
の
よ
う
に
西
文
氏
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。

こ
の
説
話
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
る
。
井
上
光
貞

（

）

の
基
本
的
な
研
究
が
あ
り
、
王
仁
の
後
裔
氏
族
（
西
文
、
蔵
、
馬

氏
）
や
王
辰
爾
の
後
裔
氏
族
（
白
猪
、
船
、
津
氏
）
が
河
内
の
古

市
地
域
に
居
住
し
て
密
接
に
結
び
つ
き
、
仏
教
信
仰
な
ど
の
独
特

の
文
化
を
有
し
た
こ
と
な
ど
の
事
実
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
が
こ
れ
ら
の
氏
族
を
考
え
る
基
盤
と
な
る
事
項
で
あ
る
。
上
の

王
仁
の
渡
来
説
話
は
王
辰
爾
の
祖
辰
孫
王
の
そ
れ
と
類
似
し
て
お

り
、
両
者
の
関
係
が
問
題
と
な
る
。
辰
孫
王
の
渡
来
説
話
は
応
神

天
皇
期
に
上
毛
野
氏
の
遠
祖
荒
田
別
を
百
済
に
派
遣
し
て
有
識
者

を
求
め
、
そ
の
結
果
、
渡
来
し
た
こ
と
、
皇
太
子
の
師
と
な
っ
た

こ
と
な
ど
、
明
ら
か
に
王
仁
の
渡
来
説
話
と
同
じ
枠
組
み
で
あ

る
。
王
仁
の
後
裔
で
あ
る
西
文
氏
ら
古
い
渡
来
人
に
対
し
て
、
王

辰
爾
の
後
裔
で
あ
る
葛
井
・
船
・
津
氏
ら
の
新
し
い
渡
来
人
が
類

似
し
た
渡
来
説
話
を
作
り
あ
げ
た
と
理
解
す
る
の
が
現
在
の
通
説

（

）

の
位
置
に
あ
る
。

通
説
と
は
逆
に
、
後
者
か
ら
前
者
が
生
ま
れ
た
と
す
る
見
解
も

（

）

あ
る
。
山
尾
幸
久
は
、
西
文
氏
に
河
内
の
史
集
団
を
統
轄
す
る
職

掌
は
な
く
、
王
辰
爾
後
裔
氏
族
の
配
下
に
あ
っ
た
、
王
仁
の
説
話

は
船
史
の
関
与
で
王
辰
爾
の
伝
承
か
ら
が
生
ま
れ
た
、
王
辰
爾
後

裔
の
諸
氏
は
六
世
紀
の
屯
倉
と
関
わ
り
、
上
の
よ
う
な
あ
り
方
が

成
立
し
た
の
は
こ
の
時
期
で
、
王
仁
の
後
裔
氏
族
は
大
局
か
ら
み

（

）

て
五
世
紀
中
か
ら
後
半
に
渡
来
し
た
と
指
摘
し
た
。
請
田
正
幸
は

王
仁
の
渡
来
説
話
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
説
話
が
河
内
の
史
集
団
に

広
く
存
在
し
、
律
令
体
制
下
に
お
い
て
大
学
に
優
先
的
に
入
学
で

き
る
な
ど
の
特
権
を
維
持
し
史
と
し
て
の
地
位
を
再
生
産
す
る
う
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え
で
同
族
と
し
て
行
動
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
に
生
ま
れ
た
と

し
た
。
山
尾
の
辰
孫
王
の
説
話
が
先
行
し
た
と
の
解
釈
に
は
否
定

的
で
あ
る
が
、
こ
の
タ
イ
プ
の
説
話
が
広
い
基
盤
を
持
つ
こ
と
を

（

）

指
摘
し
た
。
加
藤
謙
吉
は
、
王
仁
と
辰
孫
王
の
説
話
を
同
一
の
基

盤
の
上
に
立
つ
も
の
と
し
た
が
、
請
田
と
は
異
な
り
、
王
仁
・
王

辰
爾
の
後
裔
氏
族
独
自
の
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
、
さ
ら
に
、
王

仁
の
渡
来
に
つ
い
て
、
上
毛
野
氏
の
関
与
を
欠
く
『
古
事
記
』
の

も
の
が
最
も
古
形
で
、
そ
の
成
立
は
六
世
紀
中
〜
後
半
、『
日
本

書
紀
』
の
説
話
の
よ
う
な
要
素
の
加
わ
る
時
期
は
『
日
本
書
紀
』

の
編
纂
期
に
近
い
頃
で
あ
っ
た
、
西
文
氏
の
よ
う
な
河
内
の
史
は

六
世
紀
中
〜
後
半
の
大
和
政
権
の
渡
来
人
移
住
政
策
に
基
づ
き
配

置
さ
れ
た
と
指
摘
し
た
。

西
文
氏
は
河
内
の
史
集
団
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
り
、
史
集
団

全
体
を
統
轄
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
を
否
定
す
る

山
尾
の
見
解
に
は
従
え
な
い
。
西
文
氏
ら
の
居
住
し
た
古
市
は
大

和
川
を
通
じ
て
難
波
津
に
つ
な
が
り
、
難
波
│
大
和
川
│
大
和

（
王
宮
）
と
続
く
西
方
の
交
通
路
の
要
衝
に
位
置
し
た
。
す
で
に

（

）

指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、
西
文
氏
の
同
族
で
あ
る
蔵
氏
は
倉
庫
の
管

理
や
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
に
従
事
し
、
馬
氏
は
種
々
の
交
通
に
供
さ

れ
る
馬
の
飼
育
や
管
理
を
担
当
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
王

辰
爾
後
裔
の
船
・
津
氏
も
港
津
の
職
務
と
密
接
に
つ
な
が
る
。
こ

の
交
通
路
の
存
在
が
彼
ら
が
こ
の
地
に
あ
っ
た
理
由
で
あ
り
、
そ

れ
は
国
家
の
政
策
の
一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
も
と
も
と
、
大
阪
湾
岸
に
お
い
て
大
和
王
権
の
外
港
と

し
て
機
能
し
た
の
は
住
吉
津
で
あ
っ
た
が
、
難
波
堀
江
が
開
削
さ

れ
て
難
波
津
が
と
っ
て
か
わ
っ
た
。
難
波
津
は
水
上
交
通
の
み
で

大
和
の
中
枢
部
ま
で
つ
な
が
る
点
で
、
好
適
で
あ
っ
た
。
こ
こ
ま

で
の
見
解
で
は
、
六
世
紀
に
お
け
る
難
波
の
施
設
整
備
に
着
目

し
、
そ
の
時
期
に
画
期
を
求
め
る
傾
向
が
強
い
。
確
か
に
、
大

郡
、
小
郡
や
館
と
い
っ
た
施
設
が
整
備
さ
れ
た
の
は
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
難
波
津
が
港
津
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
は
五
世
紀

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
堀
江
の
開
削
は
五
世
紀
の
事
実
と
考
え
ら

れ
、
い
わ
ゆ
る
法
円
坂
倉
庫
群
は
な
に
よ
り
も
、
当
該
期
の
難
波

（

）

津
の
状
況
を
明
確
に
示
す
遺
跡
で
あ
る
。
港
津
難
波
津
の
歴
史
的

な
画
期
は
五
世
紀
に
あ
る
と
い
え
る
。
西
文
氏
が
こ
の
交
通
路
に

沿
っ
て
配
置
さ
れ
た
時
期
は
、
し
た
が
っ
て
、
五
世
紀
に
さ
か
の

ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
は
上
毛
野
氏
の
議
論
と

組
み
合
わ
せ
て
も
、
矛
盾
を
き
た
す
も
の
で
は
な
い
。
応
神
の
治
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世
の
五
世
紀
初
頭
頃
の
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
判
断
で

き
な
い
が
、
遅
く
と
も
、
五
世
紀
半
ば
以
前
に
お
け
る
、
王
仁
の

渡
来
お
よ
び
そ
の
集
団
の
古
市
へ
の
配
置
は
歴
史
的
な
事
実
で
、

そ
れ
は
難
波
津
の
整
備
に
と
も
な
う
対
外
関
係
の
体
制
強
化
の
一

環
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

王
仁
の
渡
来
が
軽
の
厩
と
関
わ
り
な
が
ら
語
ら
れ
る
の
も
示
唆

的
で
あ
る
。
軽
の
王
宮
は
道
・
厩
な
ど
が
付
属
し
た
交
通
上
の
拠

点
の
機
能
も
有
し
た
と
述
べ
た
。
し
た
が
っ
て
、
軽
の
王
宮
の
整

備
は
お
そ
ら
く
対
外
関
係
の
強
化
と
密
接
な
関
わ
り
を
持
っ
た
だ

ろ
う
。
阿
直
岐
と
王
仁
の
人
物
像
は
と
も
か
く
、
軽
に
お
け
る
厩

の
設
置
と
王
仁
の
渡
来
、
彼
の
後
裔
の
古
市
へ
の
配
置
は
一
連
の

動
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
軽
の
王
宮
こ
そ
が
、
そ
れ

ら
の
中
心
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

三

身
狭
と
東
漢
氏

五
世
紀
の
対
外
関
係
に
関
わ
り
、
身
狭
（
牟
佐
な
ど
と
も
表

記
）
青
と
桧
隈
民
使
博
徳
の
説
話
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
も
い
く

つ
か
の
で
き
ご
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
こ
の
二
人
は
東
漢
氏
で

あ
る
。
身
狭
村
主
は
坂
上
系
図
で
は
、
阿
知
使
主
の
本
郷
の
人
民

の
後
裔
と
さ
れ
る
氏
の
一
つ
で
あ
り
、
身
狭
は
軽
の
西
、
現
橿
原

市
見
瀬
町
が
そ
の
比
定
地
で
あ
り
、
こ
こ
は
高
取
川
の
西
岸
に
あ

た
る
。

『
日
本
書
紀
』
雄
略
二
年
一
〇
月
是
月
条
に
は
「
置
二

史
戸
・
河

上
舍
人
部
一

。
天
皇
以
レ

心
為
レ

師
。
誤
殺
レ

人
衆
。
天
下
誹
謗
言

大
悪
天
皇
也
。
唯
所
二

愛
寵
一

史
部
身
狭
村
主
青
・
桧
隈
民
使
博
徳

等
也
」
と
あ
る
。
青
と
博
徳
は
史
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
雄
略
に
近

侍
し
、
雄
略
天
皇
の
愛
寵
を
受
け
た
人
物
で
あ
っ
た
。
彼
ら
の
姓

は
史
で
は
な
い
の
で
、
当
該
期
に
史
集
団
の
編
成
が
進
行
中
で
あ

っ
た
、
あ
る
い
は
、
こ
の
時
期
に
は
い
ま
だ
編
成
が
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
と
理
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
書
記
の

役
割
を
担
い
、
雄
略
に
近
侍
し
た
こ
と
は
事
実
と
さ
れ
る
。
初
期

の
史
の
姿
を
示
す
史
料
で
あ
る
。

さ
て
、
青
と
博
徳
の
説
話
は
呉
国
へ
の
派
遣
を
テ
ー
マ
と
す
る

が
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

Ａ

雄
略
八
年
二
月
条

遣
二

身
狭
村
主
青
・
桧
隈
民
使
博
徳
一

使
二

於
呉
国
一

。

Ｂ

雄
略
一
〇
年
九
月
四
日
条
（〈

〉
内
割
注
）

身
狭
村
主
青
等
将
二

呉
所
レ

献
二
鵞
一

到
二

於
筑
紫
一

。
是
鵝
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為
二

水
間
君
犬
一

所
レ

囓
死
〈
別
本
云

是
鵞
為
二

筑
紫
嶺
県

主
泥
麻
呂
犬
一

所
レ

囓
死
〉。
由
レ

是

水
間
君
恐
怖
憂
愁
。

不
レ

能
二

自
黙
一

。
献
三

鴻
十
隻
与
二

養
鳥
人
一

。
請
二

以
贖
一レ

罪
。
天
皇
許
焉
。

Ｃ

雄
略
一
二
年
四
月
四
日
条

身
狭
村
主
青
与
二

桧
隈
民
使
博
徳
一

出
二

使
于
呉
一

。

Ｄ

雄
略
一
四
年
正
月
一
三
日
条

身
狭
村
主
青
等
共
二

呉
国
使
一

。
将
二

呉
所
レ

献
手
末
才
伎
漢

織
・
呉
織
及
衣
縫
兄
媛
・
弟
媛
等
一

泊
二

於
住
吉
津
一

。

Ｅ

雄
略
一
四
年
正
月
是
月
条

是
月

為
二

呉
客
道
一

通
二

磯
歯
津
路
一

名
二

呉
坂
一

。

Ｆ

雄
略
一
四
年
三
月
条

命
二

臣
・
連
一

迎
二

呉
使
一

。
即
安
二

置
呉
人
於
桧
隈
野
一

。
因

名
二

呉
原
一

。
以
二

衣
縫
兄
媛
一

奉
二

大
三
輪
神
一

以
二

弟
媛
一

為
二

漢
衣
縫
部
一

也
。
漢
織
・
呉
織
・
衣
縫

是
飛
鳥
衣
縫

部
・
伊
勢
衣
縫
之
先
也
。

こ
の
二
人
は
二
度
、
呉
国
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
後
に
つ
い
て
二
つ
の
物
語
が
記
載
さ
れ
る
。
一
つ
は
養
鳥
人

（
Ａ
・
Ｂ
）、
一
つ
は
機
織
り
と
衣
縫
（
Ｃ
〜
Ｆ
）
の
起
源
に
関
わ

る
も
の
で
あ
る
。
青
ら
は
二
匹
の
鵞
を
献
上
し
た
が
、
水
間
君
の

犬
が
食
い
殺
し
た
。
水
間
君
は
鴻
一
〇
隻
と
養
鳥
人
を
献
上
し
て

贖
罪
を
乞
う
た
。
あ
る
い
は
鵞
を
食
い
殺
し
た
の
は
筑
紫
嶺
県
主

泥
麻
呂
の
犬
で
あ
っ
た
。
な
お
、
養
鳥
人
は
軽
村
・
磐
余
村
に
置

か
れ
た
（『
日
本
書
紀
』
雄
略
一
〇
年
一
〇
月
七
日
条
）。
そ
の

後
、
彼
ら
は
再
び
呉
国
に
赴
き
、
呉
国
の
使
と
と
も
に
手
末
才
伎

（
漢
織
・
呉
織
・
衣
縫
の
兄
媛
と
弟
媛
）
を
献
上
し
、
彼
ら
は
住

吉
津
か
ら
磯
歯
津
路
を
通
り
、
大
和
に
至
っ
た
。
才
伎
た
ち
は
最

終
的
に
桧
隈
野
（
呉
原
と
称
す
）
に
安
置
さ
れ
た
。
衣
縫
の
兄
媛

は
大
三
輪
神
に
奉
じ
ら
れ
、
弟
媛
は
飛
鳥
衣
縫
部
・
伊
勢
衣
縫
の

先
祖
と
な
っ
た
。『
古
事
記
』
雄
略
に
は
呉
人
の
渡
来
と
、
呉
原

の
地
名
の
成
立
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
呉
人
が
才
伎
で
あ
る
こ

と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
内
容
の
記
事
で
あ
ろ
う
。
辰
巳

和
弘
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
養
鳥
人
が
軽
村
・
磐
余
村
に
置
か
れ

た
と
は
、
鴻
が
軽
池
・
磐
余
池
に
放
た
れ
た
こ
と
を
示
す
だ
ろ

う
。さ

て
、『
日
本
書
紀
』
応
神
三
七
年
二
月
一
日
条
・
応
神
四
一

年
二
月
是
月
条
に
も
上
の
説
話
と
重
複
す
る
と
思
わ
れ
る
才
伎
の

渡
来
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
阿
知
使
主
・
都
加
使
主
を
呉
に
派
遣
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し
た
と
こ
ろ
、
呉
王
は
工
女
兄
媛
と
弟
媛
・
呉
織
・
穴
織
の
四
名

を
献
上
し
た
、
兄
媛
を
宗
像
大
神
に
奉
じ
（
筑
紫
国
御
使
君
の

祖
）、
残
り
の
三
名
は
呉
衣
縫
・
蚊
屋
衣
縫
の
祖
先
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
な
お
、『
古
事
記
』
応
神
に
も
百
済

が
手
人
の
韓
鍛
卓
素
、
呉
服
西
素
を
貢
上
し
た
と
の
記
載
が
あ

る
。
全
体
の
ス
ト
ー
リ
ー
か
ら
み
て
、
こ
れ
が
上
の
雄
略
期
の
才

伎
の
渡
来
記
事
と
同
じ
説
話
の
異
な
る
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
は
確

実
で
あ
る
。
両
者
の
あ
い
だ
で
異
な
る
点
は
、
派
遣
さ
れ
た
人
物

が
阿
知
使
主
・
都
加
使
主
か
、
身
狭
青
・
桧
隈
民
使
博
徳
で
あ
る

か
、
到
着
地
が
武
庫
か
、
住
吉
津
か
、
兄
媛
が
献
上
さ
れ
た
相
手

が
宗
像
大
神
か
、
大
三
輪
神
で
あ
る
か
、
で
あ
る
。
到
着
地
に
つ

い
て
住
吉
津
か
ら
の
道
に
お
け
る
呉
坂
の
地
名
起
源
を
含
む
。
飛

鳥
衣
縫
樹
葉
の
宅
を
飛
鳥
寺
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら

（『
日
本
書
紀
』
崇
峻
元
年
是
歳
条
）、
飛
鳥
衣
縫
は
飛
鳥
寺
周
辺

の
居
住
し
た
ら
し
い
。
伊
勢
の
衣
縫
は
伊
勢
国
壱
志
郡
呉
部
郷
が

注
目
さ
れ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
蚊
屋
衣
縫
は
飛
鳥
の
南
方
の
現
明
日

香
村
栢
森
が
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
飛
鳥
の
衣
縫
と
同
一
、

も
し
く
は
、
近
い
集
団
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
相
違
点
と
は
い

え
な
い
。

両
者
の
評
価
に
関
し
て
、
渡
来
記
事
を
応
神
期
に
か
け
る
の

は
、
当
該
期
の
阿
知
使
主
の
渡
来
に
適
応
さ
せ
る
た
め
の
改
作

で
、
雄
略
期
の
歴
史
的
な
事
実
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
雄
略

期
の
渡
来
に
つ
い
て
信
頼
性
に
対
し
て
ほ
と
ん
ど
否
定
的
な
見
解

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
牟
佐
青
が
関
与
し
た
が
、
才
伎
た
ち

が
定
着
し
た
の
は
桧
隈
の
呉
原
で
あ
り
、
身
狭
で
は
な
い
。
た
だ

し
、『
日
本
書
紀
』
舒
明
即
位
前
紀
に
身
狭
君
勝
牛
な
る
人
物
が

み
え
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
記
事
の
テ
ー
マ
は
推
古
死
去

後
の
、
皇
位
継
承
に
関
わ
る
一
連
の
抗
争
で
あ
る
が
、
勝
牛
は
錦

織
首
赤
猪
と
と
も
に
大
臣
蘇
我
蝦
夷
の
使
と
し
て
境
部
摩
理
勢
の

も
と
に
赴
い
た
。
勝
牛
は
君
姓
で
あ
り
、
身
狭
村
主
と
は
異
な

る
。『
新
撰
姓
氏
録
』
摂
津
国
未
定
雑
姓
に
「
牟
佐
呉
公

呉
国

王
子
青
清
王
之
後
也
」
と
す
る
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
が
姓
の
共
通

か
ら
み
て
、
身
狭
君
に
相
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
呉
の
王
子
の
後
裔
と
す
る
点
は
信
頼
で
き
な
い
が
、
こ
れ
が

『
日
本
書
紀
』
の
呉
国
の
使
の
後
裔
に
あ
た
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
呉
国
の
使
は
、
そ
れ
が
誰
で
あ
っ
た
か
は
ま
っ
た
く
不
明
で

あ
る
が
、
そ
の
ま
ま
身
狭
に
居
住
し
、
賜
姓
さ
れ
て
牟
佐
呉
公
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
、
上
の
説
話
の
事
実
性
を
傍
証
す
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る
ひ
と
つ
の
材
料
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
機
織
・
縫
製
を
職
掌
と
す
る
才
伎
の
渡
来

に
は
、
さ
ら
に
も
う
ひ
と
つ
の
説
話
が
存
在
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
こ
れ
も
著
名
な
説
話
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
雄
略
七
年

是
歳
条
に
み
え
る
、
い
わ
ゆ
る
吉
備
田
狭
の
反
乱
説
話
で
あ
る
。

こ
の
で
き
ご
と
の
な
か
で
、
大
伴
室
屋
・
東
漢
掬
ら
が
関
わ
り
、

新
漢
陶
部
高
貴
・
鞍
部
堅
貴
・
画
部
因
斯
羅
我
・
錦
部
定
安
那
錦

・
訳
語
卯
安
那
が
渡
来
し
た
が
、「
或
本
」
で
は
、
田
狭
の
子
吉

備
臣
弟
君
が
漢
手
人
部
・
衣
縫
部
・
宍
人
部
を
連
れ
帰
っ
た
と
さ

れ
る
。
二
つ
の
渡
来
記
事
が
一
つ
の
で
き
ご
と
の
本
文
と
注
記
の

関
係
で
記
載
さ
れ
る
が
、
双
方
の
渡
来
者
は
必
ず
し
も
完
全
に
合

致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
文
の
陶
部
・
鞍
部
・
画
部
は
注
記
の

手
人
部
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
文
の
錦
部
・
訳
語
は
注

記
に
は
な
く
、
逆
に
注
記
の
衣
縫
部
と
宍
人
部
は
本
文
に
は
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
二
つ
の
渡
来
説
話
は
本
来
は
別
の
才
伎
の
渡

来
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
注
記

で
彼
ら
を
連
れ
帰
っ
た
吉
備
弟
君
は
実
は
、
本
文
で
は
妻
に
殺
害

さ
れ
た
と
み
え
る
。
こ
の
点
も
、
両
者
が
も
と
は
別
の
説
話
で
あ

っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
す
。

田
狭
の
説
話
は
田
狭
と
子
弟
君
の
滅
亡
の
物
語
と
い
っ
て
よ
い

（

）

が
、
吉
田
晶
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
物
語
は
大
伴
氏
の
家
記

（

）

に
よ
る
と
み
て
お
く
。
日
野
昭
は
才
伎
の
渡
来
に
関
わ
っ
て
、
彼

女
ら
は
西
漢
才
伎
歓
因
知
利
を
介
し
て
弟
君
ら
吉
備
地
方
の
人
び

と
が
百
済
か
ら
連
れ
帰
っ
た
も
の
で
、
注
記
で
は
倭
漢
氏
の
管
理

に
は
触
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
東
漢
氏
が
優
位
を
占
る
よ
う
に
な
っ

て
以
後
は
本
文
の
よ
う
な
表
現
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
は
注

記
の
よ
う
に
倭
漢
氏
の
管
理
に
ふ
れ
て
い
な
い
伝
承
で
あ
っ
た

と
、
二
つ
の
表
現
を
東
漢
氏
の
台
頭
を
軸
に
据
え
て
時
代
の
差
と

と
ら
え
る
見
解
を
示
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
従
え
な
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
別
の
才
伎
の
渡
来
説
話
と
理
解
す

べ
き
で
あ
る
。
歓
因
知
利
の
進
言
は
本
文
に
記
載
が
あ
り
、
こ
れ

を
注
記
に
対
し
て
、
東
漢
氏
の
台
頭
し
た
後
の
表
現
と
す
る
の
は

や
や
論
理
の
一
貫
性
を
欠
く
。

本
文
の
記
載
そ
の
も
の
に
一
つ
の
説
話
と
し
て
不
審
な
点
は
な

く
、
こ
れ
が
陶
部
・
鞍
部
・
画
部
・
錦
部
・
訳
語
の
渡
来
説
話
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
妻
に
よ
る
弟
君
の
殺
害
は
、
弟
君
に
よ
る
才

伎
獲
得
を
内
容
と
す
る
注
記
と
は
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
の
う
え
で
あ

い
い
れ
な
い
。
注
記
は
す
べ
て
に
わ
た
り
、
田
狭
の
説
話
と
つ
な
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が
ら
な
い
の
で
あ
り
、
本
文
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
一
部
と
入
れ
替
わ

る
も
の
な
の
で
は
な
い
。

吉
備
弟
君
は
、『
日
本
書
紀
』
欽
明
五
年
三
月
条
に
も
見
え
、

（

）

当
該
期
の
人
物
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
主
流
で
あ
る
が
、
吉
田
晶

注
２４
論
文
は
こ
の
記
述
は
吉
備
氏
の
家
記
に
由
来
す
る
功
業
物
語

で
あ
り
、『
百
済
本
記
』
に
よ
る
部
分
で
は
氏
の
み
で
、
名
を
欠

く
こ
と
か
ら
、『
日
本
書
紀
』
が
こ
の
人
物
に
弟
君
を
宛
て
た
と

し
て
、
雄
略
七
年
是
歳
条
の
注
記
に
原
伝
承
と
し
て
の
史
料
的
価

値
を
認
め
、
欽
明
五
年
三
月
条
の
本
文
は
造
作
で
あ
る
と
し
た
。

雄
略
七
年
是
歳
条
の
本
文
と
注
記
の
関
係
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ

の
見
解
と
は
異
な
る
考
え
を
持
つ
が
、
注
記
の
史
料
的
価
値
を
承

（

）

認
し
た
点
は
継
承
し
た
い
。
ま
た
、
田
中
史
生
は
、
漢
手
人
・
宍

人
が
人
制
と
関
わ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
五
世
紀
の
こ
と
と
と
ら
え

て
矛
盾
し
な
い
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
衣
縫
の
渡
来
に
つ
い
て
、
大
き
く
東
漢
氏
、

吉
備
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
結
び
つ
く
二
系
統
の
説
話
が
あ
り
、
さ
ら
に

東
漢
氏
系
の
説
話
に
は
二
種
類
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
東
漢
氏

系
の
説
話
で
は
身
狭
青
の
説
話
が
本
来
的
な
も
の
と
思
わ
れ
る
。

渡
来
に
関
与
し
た
人
物
も
異
な
り
、
ま
た
、
衣
縫
た
ち
の
出
身
地

も
呉
国
、
百
済
と
異
な
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
も
の
で
も
雄
略

期
の
で
き
ご
と
と
し
て
お
り
、
時
期
は
共
通
す
る
。
な
ぜ
、
こ
の

よ
う
に
二
種
類
の
説
話
が
あ
り
、
い
ず
れ
が
歴
史
的
事
実
で
あ
る

の
か
は
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
身
狭
君

（
牟
佐
呉
公
）
の
存
在
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
、
重
視
さ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
身
狭
青
の
説
話
が
よ
り
歴
史
的
事
実
に
近

い
（
実
際
に
呉
国
、
す
な
わ
ち
南
朝
へ
行
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

（

）

百
済
に
赴
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
）
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。
そ
し

て
、
工
女
ら
は
桧
隈
野
の
呉
原
に
移
り
、
東
漢
氏
の
管
下
に
置
か

れ
た
の
で
あ
る
。
呉
原
は
現
明
日
香
村
栗
原
で
あ
る
。
身
狭
が
呉

国
（
実
際
に
は
お
そ
ら
く
百
済
）
へ
の
使
の
派
遣
や
才
伎
の
渡
来

の
説
話
と
つ
な
が
り
を
も
つ
の
は
、
や
は
り
、
大
和
か
ら
河
内
へ

向
か
う
交
通
の
要
衝
で
あ
り
、
実
際
に
難
波
津
を
舞
台
と
す
る
対

外
関
係
と
連
関
を
有
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
地
に

東
漢
氏
が
居
住
し
、
渡
来
人
（
才
伎
）
な
ど
を
配
下
に
お
い
て

種
々
の
生
産
活
動
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

四

久
米
と
桃
花
鳥

い
わ
ゆ
る
神
武
東
征
説
話
に
お
い
て
、「
天
皇
定
レ

功
行
レ

賞
。賜
二
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道
臣
命
宅
地
一

居
二

于
築
坂
邑
一

。
以
寵
異
之
。
亦
使
三

大
来
目
居
二

于
畝
傍
山
以
西
川
辺
之
地
一

。
今
号
二

来
目
邑
一

。
此
其
縁
也
」
と

の
記
事
が
あ
る
（『
日
本
書
紀
』
神
武
二
年
二
月
二
日
条
）。
道
臣

命
は
大
伴
氏
の
祖
で
あ
り
、
そ
れ
が
居
住
し
た
の
が
築
坂
（
つ
き

さ
か
）
邑
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
来
目
（
久
米
部
）
が
畝
傍
山
の

西
の
川
辺
に
置
か
れ
た
（
来
目
邑
）。
大
伴
氏
の
主
要
な
居
住
地

が
久
米
・
築
坂
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
久
米
は
現
橿

原
市
久
米
町
で
あ
る
。
久
米
寺
の
所
在
地
で
あ
り
、『
延
喜
式
』

の
「
久
米
御
県
神
社
」
も
現
在
、
久
米
寺
の
南
に
存
在
す
る
。
築

坂
は
、
辰
巳
和
弘
の
考
証
に
詳
細
で
あ
る
が
、
現
橿
原
市
鳥
屋
町

周
辺
で
あ
ろ
う
。

「
つ
き
」
は
桃
花
鳥
、
槻
、
調
と
も
表
記
さ
れ
る
。『
日
本
書

紀
』
安
寧
元
年
一
〇
月
一
一
日
条
に
は
綏
靖
天
皇
を
桃
花
鳥
田
丘

上
陵
に
葬
っ
た
と
あ
り
、
垂
仁
二
八
年
一
一
月
二
日
条
に
は
倭
彦

命
を
身
狭
桃
花
鳥
坂
に
葬
っ
た
と
あ
る
。
宣
化
四
（
五
三
九
）
年

一
一
月
一
七
日
条
に
は
宣
化
天
皇
と
皇
后
・
子
を
身
狭
桃
花
鳥
坂

上
陵
に
葬
っ
た
と
あ
る
。『
古
事
記
』
綏
靖
天
皇
に
よ
る
と
、
そ

の
陵
は
衝
田
崗
に
あ
っ
た
。
衝
も
「
つ
き
」
で
あ
る
。『
延
喜
式
』

諸
陵
寮
で
は
綏
靖
天
皇
│
桃
花
鳥
田
丘
上
陵
、
宣
化
天
皇
│
身
狭

桃
花
鳥
坂
上
陵
で
あ
る
。
身
狭
の
桃
花
鳥
と
表
記
さ
れ
る
例
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
身
狭
が
よ
り
広
域
の
地
名
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
桃

花
鳥
と
坂
・
岡
と
の
結
び
つ
き
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
が
桃
花
鳥

の
比
定
を
お
こ
な
う
際
の
鍵
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
坂
・
岡
が
身

狭
の
西
南
の
丘
陵
を
さ
す
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
陵

は
、
現
在
、
橿
原
市
鳥
屋
町
の
鳥
屋
ミ
サ
ン
ザ
イ
古
墳
に
比
定
さ

れ
る
が
、
そ
の
可
能
性
は
低
く
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
雄
略
即
位
前
紀
に
よ
る
と
、
葛
城
円
大
臣
や
眉

輪
王
と
と
も
に
大
泊
瀬
皇
子
（
雄
略
天
皇
）
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ

た
坂
合
黒
彦
皇
子
は
「
新
漢
擬
本
南
丘
」
に
埋
葬
さ
れ
た
。
新
漢

は
今
来
で
、「
擬
」
に
つ
い
て
「
擬
字
未
レ

詳

盖
是
槻
乎
」
と
の

注
記
が
あ
る
。
こ
れ
に
従
う
と
、
坂
合
黒
彦
皇
子
は
槻
（
つ
き
）

の
南
の
丘
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
著
名
な
史
料
で

あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
皇
極
元
年
是
歳
条
・
大
化
五
年
三
月
二

四
日
条
が
あ
る
。
前
者
は
蘇
我
蝦
夷
が
「
今
来
」
に
民
衆
を
動
員

し
て
「
双
墓
」
を
造
営
し
、
一
方
を
大
陵
と
称
し
て
蝦
夷
、
一
方

を
小
陵
と
称
し
て
入
鹿
の
墓
と
し
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者

は
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
滅
亡
事
件
に
関
わ
り
、
石
川
麻
呂
の

子
興
志
が
石
川
麻
呂
を
「
今
来
大
槻
」
で
迎
え
山
田
寺
に
赴
い
た
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と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（

）

今
来
の
地
名
に
つ
い
て
和
田
萃
の
考
察
が
詳
細
で
あ
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
今
来
の
範
囲
は
現
明
日
香
村
の
石
舞
台
古
墳
周
辺
か

ら
坂
田
・
稲
淵
・
桧
隈
・
身
狭
・
軽
・
久
米
な
ど
で
あ
り
、
石
川

麻
呂
の
逃
走
経
路
は
水
越
峠
（
現
奈
良
県
御
所
市
・
大
阪
府
千
早

赤
阪
村
間
）
か
ら
い
わ
ゆ
る
葛
上
斜
行
道
路
に
結
び
つ
き
、「
軽

樹
村
坐
神
社
」（『
延
喜
式
』）
の
樹
は
大
槻
を
意
味
し
、
こ
の
社

の
槻
の
木
が
今
来
の
大
槻
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
く
、『
万
葉

（

）

集
』
の
「
軽
の
社
の
斎
ひ
槻
」
も
こ
れ
に
相
当
す
る
と
指
摘
し

た
。
軽
樹
村
坐
神
社
は
現
橿
原
市
池
尻
町
に
存
在
す
る
。
辰
巳
も

同
じ
石
川
麻
呂
の
逃
走
ル
ー
ト
を
想
定
し
、『
日
本
書
紀
』
天
武

一
〇
年
一
〇
月
是
月
条
に
み
え
る
軽
の
市
の
「
樹
」
も
今
来
大
槻

に
関
わ
る
と
し
た
。
た
だ
し
、
軽
樹
村
坐
神
社
の
現
在
の
鎮
座
地

が
古
代
に
さ
か
の
ぼ
る
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
軽
の
衢
に
存
在

し
た
と
指
摘
し
た
。

こ
の
指
摘
の
よ
う
に
、
軽
社
の
槻
が
今
来
の
大
槻
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。『
万
葉
集
』
か
ら
軽
社
に
実
際
に
槻
の
木
が
存
在
し

た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
が
「
つ
き
」
の
地
名
の
起
源
と
な
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
表
記
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
地
名
の
起
源
も
い
く
つ

か
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
単
純
な
槻
の
木
か
ら

「
つ
き
」
の
地
名
が
誕
生
し
た
と
み
る
の
が
自
然
な
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
大
槻
、
あ
る
い
は
「
つ
き
」
の
地
の
比
定
に

重
要
な
意
味
を
持
つ
の
は
辰
巳
の
指
摘
し
た
軽
の
市
の
樹
で
あ

る
。『
日
本
書
紀
』
の
記
事
は
、
広
瀬
野
で
の
蒐
に
あ
た
り
、
親

王
以
下
群
卿
が
軽
市
で
鞍
馬
の
検
校
を
行
い
、
小
錦
以
上
大
夫
は

樹
の
下
に
列
坐
し
、
大
山
位
以
下
は
馬
に
乗
り
大
路
を
南
か
ら
北

へ
行
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
辰
巳
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
軽

の
市
近
辺
に
大
槻
の
木
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
軽
樹
村

坐
神
社
の
所
在
地
は
そ
れ
に
は
該
当
せ
ず
、
社
は
や
は
り
市
の
東

側
で
あ
る
大
軽
町
付
近
に
想
定
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、

そ
の
西
方
が
「
つ
き
」
で
あ
っ
た
。

調
を
氏
の
名
に
含
む
氏
族
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
ま
ず
、

『
新
撰
姓
氏
録
』
で
確
認
す
る
と
、
調
連
と
調
曰
佐
で
あ
る
。
調

連
（
左
京
諸
蕃
百
済
）
は
「
水
海
連
同
祖
。
百
済
国
努
理
使
主
之

後
也
。
誉
田
天
皇
〈
謚
応
神
〉
御
世

帰
化
。
孫
阿
久
太
男
弥
和

次
賀
夜

次
麻
利
弥
和

弘
計
天
皇
〈
謚
顕
宗
〉
御
世

蠶
織
献
二

絁
絹
之
様
一

。
仍
賜
二

調
首
姓
一

。」、
調
曰
佐
（
河
内
国
諸
蕃
百
済
）

「
水
海
連
同
祖
」
と
み
え
る
。
水
海
連
は
調
曰
佐
の
ひ
と
つ
前
に
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記
載
が
あ
り
、「
出
レ

自
二

百
済
国
人
努
理
使
主
一

也
」
と
の
記
載
が

あ
り
、
や
は
り
努
理
使
主
の
子
孫
で
あ
る
。
同
じ
く
、
努
理
使
主

の
子
孫
と
さ
れ
る
氏
族
は
ほ
か
に
民
首
（
右
京
諸
蕃
百
済
・
山
城

国
諸
蕃
百
済
）
が
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
調
連
は
も
と
は
調
首
で
あ
っ
た
。
壬
申
の
乱

の
功
臣
で
あ
っ
た
調
淡
海
は
乱
の
段
階
で
は
調
首
と
見
え
る
が
、

和
銅
二
年
以
降
に
は
連
と
み
え
る
（『
続
日
本
紀
』
同
年
正
月
九

日
条
な
ど
）。
そ
の
同
族
が
調
曰
佐
で
あ
っ
た
。
努
理
使
主
は
応

神
天
皇
期
に
帰
化
し
た
と
さ
れ
る
が
、『
古
事
記
』
仁
徳
に
も

「
奴
理
能
美
」
の
表
記
で
登
場
す
る
。
こ
れ
は
仁
徳
の
大
后
石
之

日
売
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ
る
。
夫
の
浮
気
を
知
っ
た
石
之
日
売
は

筒
木
の
韓
人
奴
理
能
美
の
も
と
へ
行
き
、
仁
徳
は
丸
迩
口
子
ら
を

遣
わ
し
、
口
子
ら
は
大
后
の
行
っ
た
理
由
は
奴
理
能
美
の
養
う
虫

（
蚕
の
こ
と
）
を
見
る
た
め
で
あ
っ
た
と
復
命
し
た
。『
日
本
書

紀
』
に
も
同
様
の
磐
之
媛
の
嫉
妬
の
説
話
は
あ
る
が
、
奴
理
能
美

は
登
場
し
な
い
。
磐
之
媛
が
宮
室
を
筒
城
岡
の
南
に
営
ん
だ
と
す

る
の
み
で
あ
る
。
蚕
を
飼
っ
て
い
た
点
は
『
新
撰
姓
氏
録
』
調
連

の
伝
承
と
つ
な
が
る
側
面
が
あ
り
、
努
理
使
主
と
そ
の
後
裔
の
性

格
を
も
の
が
た
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
新
撰
姓
氏
録
』
の
よ

う
に
、
顕
宗
期
に
努
理
使
主
の
後
裔
が
絁
絹
の
様
を
献
上
し
た
た

め
に
調
首
と
さ
れ
た
と
す
る
の
は
後
の
時
代
の
創
作
で
あ
ろ
う
。

こ
の
説
話
は
お
そ
ら
く
、
氏
名
の
調
を
み
つ
ぎ
も
の
の
意
味
と
す

る
こ
と
を
前
提
に
成
立
し
て
お
り
、
事
実
と
異
な
る
と
思
わ
れ

る
。
調
（
つ
き
）
は
彼
ら
の
居
住
し
た
地
名
で
あ
り
（
努
理
使
主

は
山
背
の
筒
木
に
居
住
し
た
と
あ
る
が
）、
調
の
表
記
は
単
に

「
つ
き
」
の
訓
を
あ
て
た
の
に
過
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
賜

姓
に
関
す
る
物
語
は
お
そ
ら
く
調
の
文
字
・
意
味
か
ら
の
架
上
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
彼
ら
が
百
済
系
渡
来
氏
族
で
、
養
蚕
な
ど
に

（

）

関
わ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
（
七
八
五
）
六
月
一
〇
日
条
の
坂
上
苅

田
麻
呂
ら
の
上
表
に
よ
る
と
、
苅
田
麻
呂
ら
は
一
族
の
忌
寸
か
ら

宿
祢
へ
の
改
姓
を
申
請
し
た
が
、
そ
の
結
果
、
坂
上
・
内
蔵
・
平

田
・
大
蔵
・
文
・
調
・
文
部
・
谷
・
民
・
佐
太
・
山
口
忌
寸
が
宿

祢
を
賜
姓
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
坂
上
系
図
に
は
、
阿
知
使
主
の
後

裔
と
し
て
調
忌
寸
、
阿
知
使
主
と
と
も
に
渡
来
し
た
七
姓
漢
人
の

う
ち
に
、
高
向
調
使
、
桧
前
調
使
が
記
載
さ
れ
る
。『
日
本
書
紀
』

に
よ
る
と
、
継
体
期
や
欽
明
期
に
調
吉
士
が
対
外
関
係
に
従
事
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。
継
体
二
四
年
九
月
条
・
同
年
一
〇
月
条
に
調
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吉
士
（
名
の
記
載
を
欠
く
）、
欽
明
二
三
年
七
月
是
月
条
に
調
吉

士
伊
企
儺
の
名
が
み
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
氏
名
に
調
の
字
を
も
つ
「
つ
き
」
氏
も
当
該
の

桃
花
鳥
地
域
に
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
調
曰
佐
と
調

吉
士
に
着
目
し
た
い
。
曰
佐
に
関
し
て
別
稿
で
考
察
し
た
が
、
曰

佐
は
通
訳
で
あ
り
、
百
済
・
新
羅
・
高
句
麗
系
の
三
系
統
の
渡
来

人
集
団
が
あ
っ
た
。
調
曰
佐
は
百
済
系
の
曰
佐
集
団
を
構
成
す
る

（

）

氏
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

現
橿
原
市
久
米
町
・
白
橿
町
付
近
の
高
取
川
の
西
岸
に
は
か
つ

て
益
田
池
が
存
在
し
た
。
現
在
は
堤
の
一
部
の
み
が
残
存
す
る
。

か
つ
て
こ
の
池
に
は
空
海
が
文
を
揮
毫
し
た
碑
（「
大
和
州
益
田

（

）

池
碑
銘
并
序
」
天
長
二
年
九
月
二
五
日
）
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
地
は
「
漢
諳
」
の
旧
宅
で
村
井
の
地
名
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
漢
諳
の
意
味
は
明
確
で
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
の
あ
た
り
に
渡
来
人
、
さ
ら
に
は
渡
来
人
集
団
の
う
ち
の

通
訳
を
職
務
と
す
る
、
つ
ま
り
言
語
に
関
わ
る
集
団
が
居
住
し
て

い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
推
測
で
あ
る
が
、
漢
諳
は

漢
（
外
国
の
意
か
）
の
言
語
を
あ
や
つ
る
曰
佐
（
調
曰
佐
）
の
こ

と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
逆
に
こ
の
著
名
な
碑
文
も
曰
佐
集
団
が

こ
の
地
に
居
住
し
た
こ
と
を
傍
証
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。

調
吉
士
は
い
わ
ゆ
る
吉
士
集
団
で
あ
る
。
吉
士
集
団
と
は
外

交
、
お
よ
び
そ
れ
と
つ
な
が
る
交
通
な
ど
の
専
門
家
集
団
と
理
解

さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
難
波
吉
士
、
日
鷹
吉
士
な
ど
と
地
名
を
冠

し
て
氏
名
と
す
る
が
、
調
吉
士
も
や
は
り
こ
の
地
に
居
住
す
る
吉

士
集
団
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
史
料
で
人
名
な
ど
を
確

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
曰
佐
や
吉
士
が
居
住
し
た
こ
と
は
彼
ら
が
こ
の
周

辺
で
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
実
行
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
し
、
こ

の
地
域
が
や
は
り
、
対
外
関
係
や
交
通
上
の
重
要
な
機
能
を
有
し

た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
曰
佐
や
吉
士
集
団
も
同
じ
く
、
軽
の
宮
の

機
能
を
支
持
す
る
職
能
的
な
集
団
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
、

彼
ら
は
王
権
に
よ
っ
て
こ
の
地
域
に
配
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

さ
て
、
雄
略
期
に
は
大
連
の
大
伴
室
屋
の
活
躍
が
顕
著
で
あ

（

）
る
。
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
室
屋
の
も
と
に
あ
っ
て
、
活
躍
し
た
の

が
東
漢
掬
で
あ
る
。
雄
略
天
皇
の
遺
詔
を
こ
の
二
人
が
受
け
、
実

際
に
星
川
皇
子
の
反
乱
を
鎮
圧
し
、
白
髪
皇
子
（
清
寧
）
の
即
位

を
実
現
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
地
位
を
象
徴
的
に
も
の
が
た
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る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
室
屋
と
掬
に
つ
い
て
、
上
田
正
昭

（
注
９
書
）
は
、
蘇
我
氏
が
東
漢
氏
と
結
び
つ
い
て
い
く
以
前
は
、

大
伴
氏
と
東
漢
氏
の
間
に
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
軍
事
行
動
に

お
い
て
東
漢
氏
が
活
躍
し
た
が
、
蘇
我
氏
が
台
頭
す
る
一
方
で
、

大
伴
は
衰
退
し
た
と
述
べ
た
。
こ
の
見
解
は
山
尾
幸
久
、
加
藤
謙

（

）
吉
に
も
継
承
さ
れ
、
山
尾
は
東
漢
氏
は
雄
略
期
に
手
工
業
部
門
の

管
理
を
行
う
渡
来
系
の
官
人
集
団
と
し
て
ま
と
ま
っ
て
お
り
、
上

級
指
揮
者
は
大
伴
氏
で
あ
っ
た
と
し
、
加
藤
も
六
世
紀
半
ば
に
は

蘇
我
氏
の
勢
力
が
伸
張
し
た
の
で
、
大
伴
氏
の
久
米
・
築
坂
に
定

着
し
た
時
期
は
そ
れ
以
前
の
、
同
氏
の
台
頭
す
る
五
世
紀
後
半
頃

で
、
そ
の
頃
、
東
漢
氏
の
母
体
と
な
っ
た
安
羅
系
集
団
が
大
伴
氏

と
連
携
し
、
彼
ら
の
桧
前
・
今
来
移
住
を
推
進
さ
せ
た
原
動
力
は

大
伴
氏
あ
っ
た
、
蘇
我
氏
の
桃
花
鳥
や
軽
へ
の
進
出
は
大
伴
氏
や

そ
の
連
携
勢
力
で
あ
っ
た
東
漢
氏
の
援
助
・
誘
導
に
よ
り
、
蘇
我

氏
は
大
伴
氏
か
ら
引
き
継
ぐ
形
で
東
漢
氏
に
対
す
る
支
配
力
を
強

め
て
い
っ
た
と
指
摘
し
た
。

こ
れ
ら
の
見
解
は
説
得
的
で
、
継
承
し
た
い
。
東
漢
氏
と
大
伴

氏
の
結
合
は
田
狭
の
説
話
（
陶
部
な
ど
の
渡
来
）
お
よ
び
星
川
皇

子
の
反
乱
と
関
わ
り
な
が
ら
記
述
が
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
身
狭
青

の
説
話
は
室
屋
を
は
じ
め
大
伴
氏
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
し
か

し
、
青
は
東
漢
氏
に
属
し
た
の
で
、
や
は
り
大
伴
室
屋
の
も
と
で

雄
略
天
皇
に
近
侍
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
伴
室
屋
と
身
狭
青
の
活

躍
は
ひ
と
ま
ず
説
話
的
で
あ
る
が
、
雄
略
期
に
は
、
大
伴
氏
が
東

漢
氏
系
の
渡
来
人
を
配
下
に
置
き
、
天
皇
の
近
辺
に
奉
仕
し
て
い

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の
本
拠
は
久
米
・
桃
花
鳥

や
身
狭
と
い
っ
た
、
軽
の
王
宮
の
近
辺
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
軽
の

王
宮
な
ど
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
た
の
か
は
史
料
上
は
不
明
で
あ

る
。
関
係
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
大
伴
氏
の
軍

事
力
を
考
慮
す
る
と
、
前
述
の
よ
う
な
対
外
関
係
や
交
通
上
の
軽

の
機
能
と
密
接
に
結
合
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き

る
。
大
伴
氏
は
対
外
的
な
武
力
、
あ
る
い
は
交
通
路
な
ど
の
防
衛

の
た
め
の
武
力
と
し
て
、
重
要
な
拠
点
で
あ
る
軽
に
配
置
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
軽
の
拠
点
化
の
一
環
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り
時
期
的
に
は
遅
く
と
も
雄
略
期
、
す
な

わ
ち
、
五
世
紀
末
頃
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の

点
、
西
文
氏
の
配
置
な
ど
と
時
期
的
な
く
い
ち
が
い
は
あ
ま
り
な

い
で
あ
ろ
う
。
別
稿
に
お
い
て
、
曰
佐
集
団
は
欽
明
期
頃
に
組
織

と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
調
曰
佐
の
場
合
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も
、
同
様
に
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
大
伴

・
東
漢
氏
お
よ
び
西
文
氏
の
配
置
よ
り
後
の
現
象
で
あ
る
。
ま

た
、
曰
佐
集
団
が
彼
ら
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
も
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
吉
士
に
関
し
て
、
筆
者
は
現
在
、
確
定
的
な
見

解
を
有
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
は
今
後
、
解
明
す
べ
き
課
題

と
し
て
お
き
た
い
。

お

わ

り

に

西
方
へ
の
交
通
の
要
衝
と
し
て
の
軽
地
域
を
中
心
に
主
に
五
世

紀
に
お
け
る
王
権
や
豪
族
な
ど
の
動
向
を
考
察
し
て
き
た
。
ひ
と

ま
ず
、
論
点
を
要
約
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴
軽
に
は
苅
坂
池
・
反
折
池
（
酒
折
池
）、
剣
池
、
軽
池
、
厩

坂
池
な
ど
の
池
が
存
在
し
た
が
、
そ
れ
ら
は
軽
の
王
宮
の
周

辺
所
領
の
一
環
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

⑵
五
世
紀
後
半
ま
で
に
は
、
軽
の
王
宮
に
近
接
す
る
厩
坂
に
、

文
字
通
り
、
厩
が
設
置
さ
れ
た
が
、
そ
れ
と
王
仁
の
渡
来
お

よ
び
そ
の
後
裔
の
古
市
へ
の
配
置
は
一
連
の
動
き
で
あ
り
、

大
和
と
河
内
、
難
波
津
を
結
ぶ
交
通
路
の
整
備
、
そ
こ
に
お

け
る
王
権
の
拠
点
の
構
築
を
意
味
し
た
。

⑶
同
じ
く
五
世
紀
後
半
に
は
、
身
狭
に
は
東
漢
氏
が
居
住
し
、

渡
来
系
才
伎
な
ど
を
配
下
に
お
い
て
種
々
の
生
産
活
動
に
従

事
し
た
。

⑷
久
米
・
桃
花
鳥
に
本
拠
を
有
し
た
大
伴
氏
が
、
当
初
、
東
漢

氏
系
の
渡
来
人
を
配
下
に
置
き
、
王
権
に
仕
奉
し
た
が
、
そ

れ
も
軽
の
王
宮
の
機
能
を
支
持
す
る
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑸
桃
花
鳥
に
は
対
外
関
係
に
従
事
し
た
曰
佐
や
吉
士
の
集
団
が

配
置
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
論
点
の
な
か
に
は
六
世
紀
に
く
だ
る
も
の
も
あ
る

が
、
そ
の
時
期
に
、
軽
周
辺
を
主
要
な
拠
点
を
と
し
た
の
が
蘇
我

氏
で
あ
っ
た
。
蘇
我
氏
に
関
す
る
研
究
は
、
周
知
の
ご
と
く
、
き

わ
め
て
多
様
で
あ
り
、
か
つ
、
多
量
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
、

蘇
我
氏
の
活
動
を
中
心
と
す
る
六
世
紀
の
状
況
に
は
触
れ
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
論
じ
る
べ
き
点
を
欠
く
面
が
あ

り
、
手
際
よ
く
完
結
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
本
稿
で
あ
つ
か

っ
た
以
後
の
時
代
の
、
蘇
我
氏
に
焦
点
を
置
い
た
考
察
は
今
後
の

課
題
と
設
定
し
て
お
き
た
い
。
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註（
１
）
辰
巳
『
聖
樹
と
古
代
大
和
の
王
宮
』
中
央
公
論
新
社

二
〇

〇
九
年
。
以
下
、
辰
巳
の
見
解
は
す
べ
て
本
書
に
よ
る
。

（
２
）
『
古
事
記
』
垂
仁
に
は
い
わ
ゆ
る
本
牟
智
和
気
説
話
が
あ
り
、

本
牟
智
和
気
は
幼
少
の
頃
に
倭
の
市
師
池
・
軽
池
で
遊
ん
だ
と

さ
れ
る
。
こ
の
軽
池
は
酒
折
池
の
こ
と
と
考
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
本
牟
智
和
気
説
話
は
応
神

天
皇
の
即
位
前
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
軽
の
宮
の
存
在

と
と
も
に
、
応
神
と
軽
の
関
係
を
も
の
が
た
る
。
な
お
、
こ
の

説
話
に
お
け
る
船
で
遊
ぶ
行
為
に
つ
い
て
、
辰
巳
和
弘
の
言
及

や
菊
池
照
夫
「
古
代
王
権
と
船
あ
そ
び
」（
同
『
古
代
王
権
の

宗
教
的
世
界
観
と
出
雲
』〈
同
成
社

二
〇
一
六
年
〉
初
出
二

〇
一
四
年
）
が
あ
る
。

（
３
）
こ
の
ほ
か
に
応
神
天
皇
は
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
（
七
九

〇
）
年
七
月
一
七
日
条
に
「
軽
嶋
豊
明
朝
御
宇
応
神
天
皇
」、

『
摂
津
国
風
土
記
』
逸
文
に
、「
軽
嶋
豊
阿
岐
羅
宮
御
宇
天

皇
」、『
山
背
国
風
土
記
』
逸
文
に
「
軽
嶋
豊
明
宮
御
宇
天
皇
」

な
ど
と
称
さ
れ
た
。

（
４
）
鷺
森
「
屯
倉
の
存
在
形
態
と
そ
の
管
理
」（
同
『
日
本
古
代

の
寺
院
・
王
権
』
塙
書
房

二
〇
〇
一
年

（
５
）
前
田
『
蘇
我
氏
と
は
何
か
』
同
成
社

二
〇
一
一
年

（
６
）
若
井
『
仁
徳
天
皇
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
〇
一
五
年

（
７
）
大
脇
「
大
野
岡
北
麓
の
池
と
飛
鳥
川
の
堰
」（
納
谷
守
幸
氏

追
悼
論
文
集
刊
行
会
編
『
飛
鳥
文
化
財
論
攷
』
同
会

二
〇
〇

五
年
）

（
８
）
三
品
「
荒
田
別
・
田
道
の
伝
承
」（『
朝
鮮
学
報
』
三
一

一

九
六
四
年
）

（
９
）
上
田
『
帰
化
人
』
中
公
新
書

一
九
六
五
年

（
１０
）
加
藤
「
フ
ミ
ヒ
ト
の
活
動
形
態
と
機
動
性
」（
同
『
大
和
政

権
と
フ
ミ
ヒ
ト
制
』〈
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
二
年
〉
初
出
一

九
九
五
年
）

（
１１
）
須
永
「
上
毛
野
氏
に
関
す
る
一
考
察
」（『
文
学
研
究
論
集
』

三
二

二
〇
〇
九
年
）

（
１２
）
佐
伯
「
上
毛
野
氏
の
性
格
と
田
辺
氏
」（
同
『
新
撰
姓
氏
録

の
研
究

研
究
篇
』〈
吉
川
弘
文
館

一
九
六
二
年
〉
初
出
一

九
五
八
年
）

（
１３
）
『
日
本
書
紀
』
同
年
三
月
条
・
六
月
条

（
１４
）
志
田
「
上
毛
野
君
」（
同
『
古
代
氏
族
の
性
格
と
伝
承
』
雄

山
閣
出
版

一
九
八
五
年
）

（
１５
）
笹
川
「
上
毛
野
氏
の
外
交
・
外
征
を
め
ぐ
っ
て
」（『
古
代
文

化
』
五
七
│
三

二
〇
〇
五
年
）

（
１６
）
注
１１
論
文
お
よ
び
「
律
令
以
前
に
お
け
る
上
毛
野
・
下
毛
野

氏
」（『
日
本
古
代
学
』
三

二
〇
一
一
年
）

（
１７
）
井
上
「
王
仁
の
後
裔
氏
族
と
其
の
仏
教
」（
同
『
日
本
古
代

思
想
史
の
研
究
』〈
岩
波
書
店

一
九
八
二
年
〉
初
出
一
九
四

三
年
）

（
１８
）
関
晃
『
帰
化
人
』
至
文
堂

一
九
六
六
年

（
１９
）
山
尾
「
雄
略
大
王
期
の
史
的
位
置
」（
同
『
日
本
古
代
王
権

― １０５ ―



形
成
史
論
』
岩
波
書
店

一
九
八
三
年
）

（
２０
）
請
田
「
フ
ヒ
ト
集
団
の
一
考
察
」（
直
木
孝
次
郎
先
生
古
稀

記
念
会
編
『
古
代
史
論
集

上
』
塙
書
房

一
九
八
八
年
）

（
２１
）
加
藤
「
史
姓
の
成
立
と
フ
ミ
ヒ
ト
制
」（
注
１０
書

初
出
一

九
九
五
年
）

（
２２
）
三
品
注
８
論
文
、
加
藤
謙
吉
「『
野
中
古
市
人
』
の
実
像
」

（
注
１０
書

初
出
一
九
九
七
年
）

（
２３
）
鷺
森
「
難
波
と
大
和
王
権
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
四
一
二

二
〇
一
四
年
（
実
際
は
二
〇
一
六
年
）

（
２４
）
吉
田
「
吉
備
氏
伝
承
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（
同
『
吉
備

古
代
史
の
展
開
』〈
塙
書
房

一
九
九
五
年
〉
初
出
一
九
八
三

年
）

（
２５
）
日
野
「
倭
漢
氏
の
伝
承
の
成
立
」（
同
『
日
本
古
代
の
氏
族

伝
承
の
研
究

続
編
』
永
田
文
昌
堂

一
九
八
二
年

初
出
一

九
七
五
年
）

（
２６
）
三
品
彰
英
『
日
本
書
紀
朝
鮮
関
係
記
事
考
證

下
』（
天
山

舎

二
〇
〇
二
年
）、
日
野
注
２５
論
文

（
２７
）
田
中
「
渡
来
人
と
王
権
・
地
域
」（
鈴
木
靖
民
編
『
日
本
の

時
代
史
２

倭
国
と
東
ア
ジ
ア
』
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
二

年
）

（
２８
）
加
藤
謙
吉
「
渡
来
の
人
び
と
」（
佐
伯
有
清
編
『
古
代
を
考

え
る

雄
略
天
皇
と
そ
の
時
代
』
吉
川
弘
文
館

一
九
八
八

年
）

（
２９
）
和
田
「
今
来
の
双
墓
を
め
ぐ
る
臆
説
」（
同
『
日
本
古
代
の

儀
礼
と
祭
祀
・
信
仰

上
』〈
塙
書
房

一
九
九
五
年
〉
初
出

一
九
八
一
年
）

（
３０
）
一
一
巻
二
六
五
六
「
天
飛
ぶ
や
軽
の
社
の
斎
ひ
槻
幾
代
ま
で

あ
ら
む
隠
り
妻
ぞ
も
」

（
３１
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
五
（
七
六
一
）
年
三
月
一
五
日
条

に
は
百
済
人
で
あ
る
調
阿
気
麻
呂
は
豊
田
造
を
賜
姓
さ
れ
た
こ

と
が
み
え
る
。
こ
の
こ
と
も
参
考
に
な
ろ
う
。

（
３２
）
秦
調
曰
佐
氏
も
み
え
る
。
こ
の
氏
は
秦
氏
の
同
族
の
調
曰
佐

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
現
在
、
秦
氏
は
新
羅
系
の
渡
来
人
と

す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。

（
３３
）
本
文
は
『
性
霊
集
』
に
収
録
。
平
安
時
代
の
模
本
が
高
野
山

釈
迦
文
院
に
存
在
す
る
。

（
３４
）
『
日
本
書
紀
』
雄
略
前
紀
・
雄
略
二
年
七
月
条
・
七
年
是
歳

条
・
九
年
三
月
条
・
同
年
五
月
条
・
二
三
年
八
月
七
日
条
（
お

よ
び
清
寧
即
位
前
紀
）

（
３５
）
山
尾
「
蘇
我
氏
の
発
展
」（
黛
弘
道
編
『
古
代
を
考
え
る

蘇
我
氏
と
古
代
国
家
』
吉
川
弘
文
館

一
九
九
一
年
）、
加
藤

謙
吉
『
大
和
の
豪
族
と
渡
来
人
』
吉
川
弘
文
館

二
〇
〇
二
年
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